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 目的：舌には舌前方 2/3の味覚をつかさどる鼓索神経が分布している。味覚障害に対する検査には、電気味
覚検査や標準味覚検査が用いられているが、自覚的評価であるという評価上の限界があった。正常被験者を対
象に、舌の電気刺激誘発脳磁界反応において「味覚」に対する反応を他覚的に評価する方法を確立し、また、
鼓索神経由来の「味覚」による脳磁界反応と三叉神経由来の「知覚」による脳磁界反応を分離評価する。 
方法：右利きの健康成人 10人に対して舌右縁、左小指に電極をおき双極刺激を用い電気刺激を行った。脳磁
図を用い電気刺激による脳磁界反応を計測し、同時にMRIを撮影し結果を重ね合わせ、等価電流双極子解析、
時間周波数解析を用いて解析を行った。 
結果：頭頂弁蓋部、島周囲といった味覚野と考えられている部位において、潜時 250-700 ms、40-270 Hzの
高γ帯域での反応がみられていた。味覚閾値の強さでの刺激における味覚野の反応は 10例全例で確認された。
体性感覚野である、中心後回において潜時 50-200 ms で反応がみられ、反応の周波数はさまざまであった。
等価電流双極子解析では舌の電気刺激による、味覚、知覚の反応を検出できなかったが、時間周波数解析を用
い、それぞれの反応を同定することができた例があった。 
考察：味覚野の反応においては過去の報告と同じ、頭頂弁蓋部、島周囲での反応を確認することができた。潜
時に関しては若干のばらつきがあるが、化学刺激による味覚は潜時が長い反応であるという報告が過去にあり、
おそらく、電気刺激による味覚誘発の脳磁界反応も潜時が長い可能性が考えられた。それぞれの被験者におい
てその長い反応の一部をとらえた可能性が高いと考えられた。舌の体性感覚については過去の報告では潜時は
刺激から 50-60msとされている。ただ、これらの報告に用いた電気刺激は durationが短く（0.2 ms）、我々
の電気刺激は duration が長いため（200 ms）、反応時間が長くなった可能性が考えられ、長くなった反応の
一部をとらえた可能性が最も考えられた。味覚誘発脳磁界反応においては閾値上であれば全例、味覚野におけ
る反応を検出することができたため味覚野における電気刺激誘発脳磁界反応の測定法として、至適な条件を導
くことには成功したのではないかと思われた。今後は味覚障害患者、口腔癌治療後の味覚障害患者、口腔癌に
対する皮弁を用いた再建手術後の患者などへ臨床応用していきたいと考えている。 
